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Ⅰ 動 機

南病棟6階では､与薬に関して今まで､一週間分処方されたものを-画分ことに分包して､

与薬を行丘って来た｡私達が与薬していると､看護婦不足からどうしても正確丘時間に与薬出

来丘tJl｡｢また時々菜の誤 9を指摘される等､患者の信用を失ってしまう場合が見られた｡ます

ます厳しく丘って行く日常看護の中で､業務を分析､整理 し丘がら本来の患者中心の看護.嘩

合看護を築いてゆくにはどうしたら良いのだろうか7この課題は看護者すべての願望ではなか

ろうか.そこで私達は問題と丘って:vlた与薬に関して,退院後も化学療法を必要とする患者が

多いため､入院中から自主管理する習慣が必要では無いか 7また入院前から与薬され､自主管

理 してt̂た患者も多いことから､従来と異丘った方法で与薬を実施 してみよう｡その中から患

者に治療に参加 しているという自覚を痔たせ､さらに患者と看護婦相互間.の信頼を築き上げる

ことが出来るのでqj:無いかとこの研究に取b(んでみたO

研究期間 (1月25日～5月10日) 研究対象,南病棟六時に入院中の患者全員｡

ここで従来の与薬法を参照して下さい｡

与薬に関する一考察 (図表 A )

従来の与薬方法
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皿 実 施 と 経 過

o実施方法 t

まず患卦 で｢週間分の薬を渡 してみて､どのよう丘反応が返って来るかとい う処から始め

てみた0 1月25日から2月1日までの十週間○対象患者 15名に英を入れる箱を取 りつけ､

一週間分の薬を渡 した0-人一人の薬に対しては(従来どか.b十可分づ VゝC作成 してみた｡

食後50分に服某の確認と捻外患者の介助のために病室を巡回することo除外する場合は､

精神的･肉体的に問題のある場合､英に問垣のある場合として副腎皮質ホルモン､鼓し剤､

利尿剤･眠剤･鎮痛剤 とした｡2月1L日･→当問行丘ってみてアyケートを取 ってみた｡

英に対する7ソケート〔1〕の内容 と籍崇は次の表にあらわしてみたOこ､でアンケ_I

〔1〕の表をどらん下さい.

1与薬 に関 す る一考 察

7yケートとその集計 泌尿器科看護婦｣司

ア y-ケ- ト〔1〕 集 計 (15人よJh回収 )

1 自分の薬を｢週間分､まとめて渡された時ど 5 1.0 1.5̂

う思いせしたかO l l0ィ､不安だった○

ロ､めんどう丘ことだと思ったo 4人

--､自分のものだという安心感があったO /+/++//+///310̂

こ.そ の 他 1人 別に.丘~んとも思わ丘h o

･2 ~ 一週間行 丘つてみてどうでしたかo ･1人

ィ､飲むのをわすれたO たびたび

時々

忘れ丘かつた y+ +y/ /二ノン ニインニイ 14人

忘れた人は丘ぜですかo 食事をとら丘かつた○食事時間がズレた時oDロ､飲み方-をうちがえた

うちがえ丘h ニ//シつ/二/ / /+/ / /Jl臥

どうい.うまちがV,ですか.

5 ｢週間 自分で飲んでみて どう思っていせ 2人

すかO

ィ､めんどうである

ロ､不安であるo 0
-､自分で病気を治 しているという意欲が湧いた○

/ /// / / /// / _9人//｣4人-こ､薬に対する興味が湧いたQ
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この結果から.1私達の中に入院中.本来薬は看護婦の手から渡すべきでは無いかという､

強い不安があったが､むしろ反対の結果が出たように思 うo

o実施方法且

このアyケートの結果から､私達が感傷 しいてた以上に患者は病気を治すことに積撞的で

あることを知った｡そこで第正毅晦 として､2月8B･-22日までの 14日間は外来患者と出

来るだけ同条件のもとに藁を渡してみた.条件としては-Eil分ずつに分け丘いで種類別に入

れて渡すこと.食後50分に前回 と同様に服薬の確認に廻った｡ この段階まで来て.私達看

護者側に大き丘問題が出て来た.それは､それぞれの患者が服用 している茶を把握出来丘い

こと｡確認のための巡廻の意義を充分理解出来丘いとい う問題であった.そこで薬を把握す

るために､医師に処方等を二組書いてもらい､一組を私達の控えにしそれを看護日誌W.貼っ

てみた｡二番目の問題に対 して比､定例の研究会に於で､与英に対 して看護婦はどうあるべ

きかを話 し合い､その中から私達吐患者に薬を正確に与えることo服薬後意者の状達を観察

し異変が生 じた場合には､医師に報等する義務のあることを確認 しあったo

次に患者側からの反応 としてはアンケー ト〔皿〕から次のよう丘結果が出たO〔皿〕をt'.
らん下さい｡

ア ンケ- ト〔_皿〕ー 集 .申 (12人エ_b回収 )

1 患者さん咋薬を全部渡 して飲んでいただく と 自分で納得して飲めるo

V}う方法についてどう思V'ますか いつ薬が来るかLt得た丘くて良い

-今までの方法 とくらベてみてどうか 丘ど具 飲む時間が守れるo

体的に書V}て下さho 丘ど 積極的丘意見 -..9人無 斑 答....5人

2 こうしたらもつと飲みやすい こうすべきだ 5 1.D 1声I I堕込』 慧讐 に分けて渡 して5分け丘くてよい4人 飲むことに変わりはkhからどちらでも良い7人 1今の場所で良い5人 1無 解 答檀類別に詳 しい説明をしてほ しい

丘ど意見が､あ9まし卑 ら書いて下さいO

ィ､薬の渡 し方について(.毎食後ずつ琴に入

れる丘ど)ロ.薬の置き場所について-､薬に関する説明について

この結果から､薬の渡 し方については､要望がせちせちであるけれど､毎食後ごとに作成 L
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て渡さ丘いことに負担を感じている忍者がいる玖上､無視光来乞いことであるOまた薬に関する
説明については､全員がもっとくわしい誘明を要求していることから､私達が薬の把轟を充

分し､教育出来るよう丘方法を考え出すことが必要であったo

実施方法〔m〕
以上のアyケ-トと研究の結果から.よりよい方法を生み出し､実施 してみたo

① 英を入れる袋の作製 図表 (8 )

＼



(参 薬は一週間分を-画分づつに作成 して渡す｡

③ 私達が実施することでは､

o食後50分には除外者の服薬の介助とその他の患者の服薬の確認に巡廻することOこの

際､私達が薬を把起 し､作用を観察 し､また患者からの薬に対する質問に答えることが

出来るようにするため､処方義を入れたノー トを持参すること｡

D残薬が多かったことに対 しては､水曜日に定期処方が書かれることか ら､火曜Elの準夜

でおのおの患者の薬の状態を詳 しく確認 して､調節してもらうようにするo

以上の方法を試案として実施した｡

Ⅲ ま と め

以上この方法を実施 してみて､倭だ医師の一部に難色を示す人や理解されてい丘い部分もあ

れ まだまだ多 くの問題点を残 しているが

(》 患者にとって疑問や不安がその場です('解決出来るo

(診 薬理作用について認識 してもらえるO

(卦 残薬を少なくすることで､点者さんの経済的負担を少 しでも重 くすることが出来る｡

④ 誤薬が減少､もしくはみられ丘い｡

(9 正確に服薬出来るように丘った｡

という利点が得られた事から､少 しはこの研究の成果が得 られたと考えられる｡尚､現在の

ところ､ この問題について､完全丘形の結論を出すまでには至 ら丘かったが､今後も業務の中

で､どのよう丘在9万が効果的で科学的であるのか.引続き研究課題にしてゆくことにする｡
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